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総務グループ
課の一般庶務事務を処理するとともに、各課との連絡調整、職員の給与事務、福利厚生及び旅費に関する事務、諸経費の執行や非常勤職員の報酬、賃金等の支給、公用車の任意保険の契約に関する事務を適正かつ円滑に執行した。
１任意保険の契約加入について

当課所管車両（１７台）について、任意保険に加入した。
庁舎管理グループ

１　大手前庁舎の管理について

大手前庁舎の管理については、建物の維持管理及び附帯設備機器の保守点検を行い、執務環境の改善に努めるとともに、大阪府庁舎管理規則に基づき庁舎の美観の保持、火災及び盗難の予防並びに秩序の維持を図るなど、府民サービスのより一層の向上と適切な庁舎管理に万全を期した。

（１）　所　管　庁　舎

	名　　　称
	構　　　　　造
	敷地面積
	建物面積
	備　　　考

	本　　　館
	鉄筋コンクリート造

地上　6階

地下　1階
	14,119.00㎡
	33,966.97㎡
	竣　工

　T15.10.31

	別　  　館
	鉄筋コンクリート造

地上　8階

地下　3階
	7,083.21㎡
	30,127.19㎡
	竣　工

　S39. 7.31

	分館６号館
	鉄筋コンクリート造
地上　３階

地下　１階
	1,271.31㎡
	1,410.31㎡
	取　得

　S54. 3.31

	分館７号館
	鉄骨造　３階建
	別館敷地

に含む
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	409.05㎡
	竣　工

H2.10.1

	大阪府公館
	鉄筋コンクリート造
２階建
	4,894.37㎡
	708.36㎡
	T12竣工

S28.10.20

国より無償譲渡

	新別館南館
	鉄骨造一部鉄筋

コンクリート造

地上10階

地下　４階
	9,983.74㎡
	全体面積

28,746.56㎡

庁舎管理課分

14,812.71㎡
	竣　工

H7.3.31

	新別館北館
	鉄骨造一部鉄筋

コンクリート造

地上10階

地下　４階
	
	全体面積

17,379.16㎡

庁舎管理課分

16,138.32㎡
	竣　工

H9.7.16

	旧職員診療所
	鉄筋コンクリート造
地上　４階

地下　１階
	
	1,314.93㎡
	竣　工

S39.4.1

	旧職員会館

の　一　部
	鉄筋コンクリート造

4階建
	〃
	1,202.08㎡
	

	旧府営印刷

工　　　場
	鉄筋コンクリート造
地上　２階

ほか３棟
	別館敷地

に含む
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	657.07㎡
	竣  工

　S36. 3.15

	計
	
	37,351.63㎡
	115,921.68㎡

庁舎管理課分

100,746.99㎡
	


（２）　清掃等の委託

府民サービスの向上と庁舎の清浄化を図るため、大手前庁舎（本館、別館、分館６号館、分館７号館、大阪府公館）について、日常・定期清掃等、指定駐車場警備（別館駐車場及び新別館東側駐車場）、受水槽・高架水槽清掃、水質検査、蛍光管取替等業務を委託した。
（３） 警　備　委　託

夜間、閉庁日及び本館・別館（平日昼間）における有人庁舎警備（入退庁チェック、鍵の受け渡し、庁舎内外の巡回、遺失物の取扱等）を委託した。

分館６号館については、夜間における機械庁舎警備を委託した。

（４） 防火・防災対策と警備

庁舎の火災予防及び地震等防災対策については特に留意し、防火・防災訓練及び防火設備の点検を定期的に実施する等万全を期した。

	種　　　　　　　別
	実施年月日
	概　　　　　　　　　　　　　　　要

	消防設備等の保守点検
	毎月1回
	救助袋、消火器、消火栓、火災警報設備、非常ベル、防火扉、各種標識等の点検を実施

	室内の点検
	毎　日
	火気使用場所及び各室の点検については、夜間巡視時に実施

	大阪府880万人訓練
	H28.9.5
	大規模地震発生に備えた参集、消火及び机など身の周りにあるものを代用品とした救助等の訓練を実施

	大阪府新別館

消防・防災訓練
	H28.6.29

年1回
	南館４階で火災が発生という想定に基づき、避難誘導、通報連絡、初期消火等の訓練を実施した。

	部局研修
	H28.7.25～H29.2.13

計13回
	地震・火災発生に備えた避難、消火、救助等の訓練を実施

　また、平成27年1月からAEDによる普通救命講習を実施し、修了証を発行した。

	防火・防災訓練
	H28.10.27
	大規模地震発生に備えた避難、消火、救助等の訓練を実施することにより、職員の防火・防災意識の向上を図った。

	総務部ＢＣＰ検証訓練
	H29.1.17
	勤務時間中、震度５強の地震が発生したことで、分館６号館が一部損壊。発生時の被害を最小限にするため職員の避難・救護等を目的としたＢＣＰ検証訓練を実施。


（５） 庁舎の使用許可

行政財産を使用許可（使用承認含む）した件数は、次のとおりである。
ア　福利厚生施設関係



　６件

イ  公募による自動販売機の設置許可


　６件

ウ　公募による店舗･駐車場等の使用許可

　３件

エ　報道関係



２４件

オ　官公庁



１７件
カ　各種団体等



３４件
　　　　　　計




９０件
（６）　新別館南館･北館

新別館南館は、大阪府、公益財団法人大阪府市町村振興協会、警察共済組合の三者による区分所有ビルであり、管理の効率化及び管理コストの低減を図る観点から新別館管理組合を設立し、建物の一元管理を行っている。

また、地下鉄谷町四丁目駅連絡通路(府有地部分)及び新別館北館の管理についても同管理組合に委ねている。

　　　　負　担　金　　　　　　　２２８，８７５，１０６　円

２　公舎の管理について

公舎の管理については、１６号公舎の跡地について、適正な維持管理に努めた。

　　　　　　　１６号公舎の跡地　　３６４．５５㎡
３　不用品等の処分について

各課から不用品として受領した物品及び回収した古紙を次のとおり処分した。

（物　品）

売　　却

　０件

　　　　０点

廃　　棄

　３件
　
１，２８１点

　　　　　計

　３件

１，２８１点

（古　紙）

売　　却

１２件

約２４４　トン

（缶・ビン・PET）

売　　却

１２件

　　　約８トン

車両管理グループ

１　車両管理について

当課所管の庁用自動車を次の区分に従って適正な管理に努めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成29年3月31日現在）

	区　　　分
	台　　数
	運転者数
	用　　　　　　途

	専用自動車担当
	１０台
	１０名
	乗用車　　　５台（リース車）

ワンボックス車   　 ５台（リース車）



	共用自動車担当
	７台
	３名
	小 型  バ  ス    　 １台（リース車）

小型貨物車      ２台（リース車）

ワンボックス車      ３台（リース車）

貴賓車      １台（リース車）

	計
	１７台
	１３名
	


　　※　運転者数は、再任用職員３名を含む。

２　タクシー乗車券によるタクシー使用について

当課所管の庁用自動車に不足が生じた場合は、タクシー乗車券によりタクシーを使用しており、６，６９８枚を使用した。

３　高速道路通行料のＥＴＣカード使用による一括管理について

当課所管の庁用自動車使用にかかる高速道路通行料について、平成１７年１１月から全庁的な事務の効率化・合理化を進めるため、当課において一括管理している。

４　車両の走行と燃料消費及び修理の状況について

当課所管車両の運行状況は次のとおりである。

（１）　走行距離数及び燃料消費状況

	区　　分
	所管台数
	年間走行距離数
	１台当り年間

平均走行距離数
	年間燃料消費量
	１ℓ当たり
平均走行距離数

	ガソリン車
	14台
	89,270㎞
	6,376㎞
	7,916 ℓ
	     11.28 ㎞/ℓ

	ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車
	3台
	36,073㎞
	12,024㎞
	5,047 ℓ
	7,15㎞/ℓ


（２）　修理状況
	金　　　　　　額
	発注件数
	１台当たり修繕料

	38,880円
	１件
	38,880円


５　安全運転教育について

安全運転管理者等により、安全運転教育を実施した。

	種　　　　　別
	実施年月日
	概　　　　　　　　　　　　　要

	交通安全運転

研修会
	H28. 6.20
	○（株）インターリスク総研から講師を招き、安全運転に関する講和を行い事故防止及びリスク回避への理解を深めた

○研修参加人員108名　うち庁舎管理課職員2名

　（他部の本庁・出先機関の職員を含む）

	交通安全運転

講　習　会
	H28.12.8
	○ 東警察署から講師を招き、「交通事故と企業責任について」の講話及び「命はひとつ」のDVD上映を行い、安全運転に関する一層の認識を深めた

〇 講習参加人員113名 うち庁舎管理課職員14名 

（他部の本庁・出先の職員を含む）


庁舎保全グループ

１　大手前庁舎施設の保守点検

（１）庁舎建物、設備の保守点検を行い、不具合を事前に発見し、執務環境の改善に努めた。設備の概要は次の通り。

	本館・別館
	電気設備
	受電電圧
	22,000V

	
	
	契約電力
	　2,000kWh

	
	非常用発電機
	（本館）
	発電電圧・容量
	3,300V/750KVA

	
	　　　　　　
	（別館）
	発電電圧・容量
	3,300V/1,500KVA

	
	昇降機設備　
	（本館）
	乗用エレベーター
	14人乗り　3台

	
	
　　
	（別館）
	乗用エレベーター
	20人乗り　4台

	
	
	
	人荷用エレベーター
	1,900kg　1台

	
	空調設備
	(本館)
	ガス吸収式冷温水機


	3台

(冷)1,583kW/台

(暖)1,039kW/台

	
	
	
	ガス温水ヒーター
	1台

(暖) 　　796KW

	
	
	
	コージェネレーション
	1台

発電出力　796KW

	
	
	
	個別空調機
	84台

	
	
	(別館)
	ガス温水ヒーター

	3台

(暖)  930kW/台

	
	
	
	ターボ冷凍機
	2台

(冷) 1,256kW/台

	
	
	
	スクリュー冷凍機
	(冷) 275kW/1台

	
	
	
	個別空調機
	31台

	分館6号館
	電気設備
	
	受電電圧
	6,600V

	
	
	
	契約電力
	80KW

	
	空調設備
	
	個別空調機
	34台

	旧府営印刷所
	電気設備
	
	受電電圧
	6,600V

	
	
	
	契約電力
	25KW

	
	空調設備
	
	個別空調機
	19台

	放送設備
	メイン音源
	別館
	出力　960W
	時報演奏装置1組

	
	放送エリア
	
	本館、別館、分館６号館、旧府営印刷所

旧職員会館・旧職員診療所・公館・議員会館、新別館（府エリアのみ）、

咲洲庁舎（府エリアのみ）

	電話設備
	デジタル電子交換機
	別館及び咲洲庁舎に各1組設置し、専用回線で接続

	
	局線
	［代表］

INS1500　2回線（23×2CH）

メタル（アナログ）30回線

	
	
	［ダイヤルイン（大手前）］

IP光　4回線（23×4CH）

メタル（アナログ）1回線

	
	
	［ダイヤルイン（咲洲）］

IP光　3回線（23×3CH）

	
	
	［災害時優先］

メタル（アナログ）53回線

（代表2回線・ダイヤルイン1回線含む）

	
	内線
	実装　2,936回線

	
	
	内線　1,963回線

	
	
	ダイヤルイン内線　595番号

（ファックス含む）

	
	
	電話機台数　3,711台

	
	専用線
	市内（内線延長）　1回線

	
	無線
	300回線


（２）
設備保全状況

庁舎内の設備機能を適切に維持するため、直営による日常点検等の保全業務を実施した。

①
受変電設備関係　

３１８件

②
電話設備関係

３６６件

③
その他電気設備関係
３４１件

④
空調設備関係

４１６件

⑤
給排水衛生設備関係
４９５件

（３）
保守点検

庁舎の設備機能を適切に維持するため、２２件の電気、空調設備機器等保守点検業務を委託により実施した。

２　修繕及び改修工事

（１）直営補修（建築関係）

執務室扉開閉調整、錠前不良、ドアクローザー不良、ブラインド不良等の補修及び雨漏りなどの応急処置を実施した。（直営工事件数２３６件）

（２）直営補修等（設備関係）

設備機器の不具合、照明球切れ等の対応や電話配線不具合等の応急処置を実施した。

①
受変電設備関係

　　９件

②
照明施設関係

８６６件

③
電話設備関係

２０８件

④
その他電気設備関係
３４１件

⑤
空調設備関係

　２２件

⑥
給排水衛生設備関係
　８０件

（３）改修工事実施件数

床タイル、ブラインドなどの修繕、執務室移転に伴う間仕切りの設置などの改修工事を実施した。（１３件）

（４）設備改修工事概要

設備機器の修繕、執務室移転に伴うコンセント、電話設備の移設等の改修工事を実施した。（電気１１件、給排水１件）

（５）技術協力依頼による改修工事

他部局からの技術協力依頼により改修工事を実施した。（建築７件）

３　光熱水費、電話料金（電力等年間使用量）

（１）廊下照明等の一部消灯などの省エネ対策に努めた。年間の電力使用量等は以下の通り。

	年間使用電力量
	本館・別館
	分館6号館
	旧府営印刷所
	合計

	(H28.4～H29.3）
	4,214,182kWh
	11,206kWh
	25,971kWh
	4,251,359kWh

	(冬季12～3月)
	329,200kWh
	8,122kWh
	2,397kWh
	339,719kWh

	(夏季7～9月)
	373,000kWh
	6,016kWh
	2,738kWh
	381,754kWh

	(上記以外)
	355,226kWh
	99,266kWh
	1,634kWh
	456,126kWh

	年間水道使用量
	40,040㎥
	585㎥
	--------
	40,625㎥

	年間ガス使用量
	343,743㎥
	65㎥
	--------
	343,808㎥


（２）本年度の１日当たり電話平均呼量は次の通り。

	お問合せｾﾝﾀｰからの着信
	大手前着信
	大手前発信
	咲洲着信
	咲洲発信

	
	ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ着信
	通話3分超過
	通話3分以下
	ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ着信
	通話3分超過
	通話3分以下

	呼

1,944
	呼

4,581
	呼

1,041
	呼

2,409
	呼

4,191
	呼

710
	呼

1,816


４　大阪府庁舎本館・別館ＥＳＣＯ事業

本館、別館に設置されているボイラ、冷凍機及び付属機器等の熱源器については、老朽化が著しいことから、熱源機器の更新時期に合わせて、ＥＳＣＯ事業を導入し、光熱水費の削減、省エネ化による環境負荷の低減、併せて設計、施工の一元化により工事費の削減を平成１７年度及び平成１８年度で実施し、平成１９年度から、１０年間の契約で定期点検・検証サービスを実施した。（平成２８年度末をもって契約は終了）

咲洲庁舎管理グループ

１　咲洲庁舎の管理について

咲洲庁舎の管理については、建物の維持管理を行い、執務環境の改善に努めるとともに、大阪府咲洲庁舎管理規則に基づき庁舎の美観の保持、火災及び盗難の予防並びに秩序の維持を図るなど、府民サービスのより一層の向上と適切な庁舎管理に万全を期した。

（１）咲洲庁舎

構　　造：鉄骨造一部鉄骨鉄筋コンクリート造　地下３階地上５５階
　　　敷地面積：２０，０００.１０㎡

　　　建築面積：１１，２０２．９７㎡

　　　竣　　工：Ｈ７．４.２０

　　　購 入 日：Ｈ２２.６．１

　　　購 入 額：８，４９７，３４６千円

（２）清掃委託

府民サービスの向上と庁舎の清浄化を図るため、咲洲庁舎について、日常・定期清掃等業務を委託した。
（３）警備委託

夜間、閉庁日及び平日昼間における有人庁舎警備（入退庁チェック、鍵の受け渡し、庁舎内外の巡回、遺失物の取扱等）を委託した。
（４）建物総合管理調整委託

入居テナントの管理調整業務（要望対応、電話料金等仕様実績入力、防火・防災管理点検等）や建物管理補助業務（府所属要望対応、会議室管理等）など建物総合管理調整を委託した。

（５）消防・防災訓練

庁舎の火災予防・災害対応については特に留意し、消防・防災訓練を実施する等、万全を期した。

	種　　　別
	実施年月日
	概　　　　　　　　   　　　　　要

	自衛消防・防災訓練
	H28.6.30
	消火・避難訓練（消防・防災講習会）

	
	H28.12.8
	地震・火災・避難・通報・応急救護・情報伝達訓練


　　※　その他、ＡＥＤ講習会、非常用階段避難車操作説明会を実施した。

（６）庁舎の使用許可

行政財産の使用許可（使用承認（徴収）含む）をした件数は、次のとおりである。

ア　福利厚生施設関係


　　５件
イ　官公庁




　　３件

ウ　各種団体等



１０３件

　　　　　　　計



１１１件

根拠法令

○地方自治法
○行政財産使用料条例

○大阪府公有財産規則

（７）庁舎の貸付契約

行政財産の貸付契約をした件数は、次のとおりである。

ア　官公庁等



６件
イ　各種団体等



３６件

　　　　　　　計



４２件

　　　　根拠法令

　　　　　　　　○地方自治法
　　　　　　　　○行政財産使用料条例

　　　　　　　　○大阪府公有財産規則

２　不用品等の処分について
　　各課から不用品として受領した物品及び回収した物品、古紙、飲料容器を次のとおり処分した。

（物　品）

廃　　　　棄　　　　　　１件　　　　　　    ２４㎥

（古　紙）

売　　　　却　　　　　 １２件　　　　　 約１７０トン

　　（缶・ビン・PET）

売　　　　却　　　　　 １２件　　　　　   約１０トン

　　　　根拠法令

　　　　　　　　○大阪府財務規則

咲洲庁舎保全グループ

１　咲洲庁舎施設の保守点検

（１）建築、電気、通信、機械等の庁舎施設の保守管理について、安全性に万全を期するとともに庁舎環境の改善をする等、府民サービスの向上に努めた。

咲洲庁舎の概要

	咲洲庁舎

	施設規模
	敷地面積20,000㎡

地下３階、地上55階、高さ256ｍ

	延床面積等
	建築面積11,000㎡　延べ面積149,300㎡

執務室として使用可能な面積　計73,300㎡

基準階面積（トイレ・廊下・機械室等除く）約1,600㎡

	電気
	受変電：特高22kV３回線　スポットネットワーク方式

契約電力：3,600kW

	年間使用電力量
	14,226,167kWh
	

	月平均
	冬期使用電力量
	1,250,965kWh
	

	
	夏期使用電力量
	1,168,821kWh
	

	
	その他期電力量
	1,143,170kWh
	

	非常用発電設備
	1,875kVA×2基（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ）、1,250kVA×2基（ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ）

	昇降機設備
	用途
	停止階
	台数
	速度
	乗員数
	積載量
	製造業者

	
	展望用
	1･3･45～47･51･52
	2
	180m/分
	27人
	1800kg
	日立

	
	低層用
	1･2･6～17
	6
	240m/分
	27人
	1800kg
	東芝

	
	中層用
	1･2･6･17～28
	6
	360m/分
	27人
	1800kg
	三菱

	
	高層用
	1･2･6･28～39
	6
	420m/分
	27人
	1800kg
	日立

	
	超高層
	1･2･6･39～51
	6
	540m/分
	27人
	1800kg
	東芝

	
	人荷用
	B3～53
	2
	240m/分
	30･24人
	1950･1600kg
	オーチス

	
	駐車用
	B3～1
	2
	45m/分
	15人
	1000kg
	日立

	
	フェスパ
	1～3
	1
	45m/分
	13人
	900kg
	日立

	
	高層階
	46～50
	1
	45m/分
	13人
	900kg
	日立

	エスカレータ
	1～12号機
	12
	30m/分
	
	
	日立

	
	13～20号機
	8
	30m/分
	
	
	三菱

	自動扉
	地下１階
	8
	片引き

	
	１階
	19
	両引き16台、片引き1台、回転2台、（3台閉鎖中・回転2台/舞台裏1台）

	
	２階
	19
	両引き15台、片引き2台、回転2台、（2台閉鎖中・回転2台）

	
	３階
	4
	両引き4台

	制振装置
	基数：2基、方式：3段振り子式2方向チェーンド・アクティブ・ダンパ

振動体重量：50t/基、基本周期：5.84秒
	三菱重工鉄鋼

エンジニアリング

	空調設備
	熱源：大阪臨海熱供給(株)冷水・温水（地域冷暖房供給エリア・24時間供給）

受入容量：冷水 5,830RT/H、温水：9,240Mkal/H

空調方式：各階空調方式　中央・スケジュール発停、基準階空調：各階分散・各階4系統分散方式

	衛生設備
	給水設備：高置水槽、重力供給方式

（受水槽350㎥×２、高架水槽5階及び30階　16㎥×４、53階40㎥×２


冬期使用電力：１２～３月　　夏期使用電力：７～９月　　その他期使用電力：４～６月、１０月、１１月

（２）保守点検業務

庁舎の施設機能を適正に維持するため、制振装置や自動ドア及び昇降機等１９件の建築、電気、電話、空調、消防設備等の保守点検を業務委託により実施した。

２　建築・設備改修工事

（１）建築工事

咲洲庁舎の執務室内の什器固定や執務室移転等に伴う間仕切壁の設置・撤去、出入口シャッターの不具合改修や清掃用ゴンドラ等の改修工事を実施した。（１２件）

（２）電気設備工事

咲洲庁舎の執務室、フェスパ等の電灯や照明設備・誘導灯設備の改修や電話設備の移設等の改修工事を実施した。（１２件）

（３）機械設備工事

咲洲庁舎の空調設備や給排水・消火設備、鍵管理設備等の改修工事を実施した。（９件）

３　光熱水費（電力等年間使用量）

照明等の一部消灯などの省エネに努め、咲洲庁舎で要した電力使用量等は、以下のとおりである。

	区　分
	使　用　量

	電気使用量（年間使用量）
	14,226,167 kWh

	（夏季　7～9月）
	3,506,461kwh

	（冬季　12～3月）
	5,003,860kwh

	（上記以外）
	5,715,846kwh

	冷水使用量（年間使用量）
	32,143,600 MJ

	温水使用量（年間使用量）
	6,881,300 MJ 

	水道料金（年間使用量）
	37,999 ㎥


事務事業実績





大阪府公館敷地に含む。
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